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ガバメントAI 源内における
「AIエージェント」利用環境の導入



ガバメントAI源内におけるAIエージェント利用環境の導入

• 源内のWeb上で予め用意されたAIアプ
リは、文書作成、要約、翻訳等の汎用
的な業務には有効

• 他方、複数ファイル、膨大なデータ及
びインターネット検索を用いた連続的
作業や、行政固有の判断基準を伴う審
査プロセス等の業務をAIアプリで支援
させるには限界

これまで（～令和８年９月） これから（令和８年10月以降、各府省庁等に順次展開）

AIが複数工程を自律的に実行
• 通常のチャット（対話型AI）

を発展させ、自然言語による
指示が可能なAIエージェント
利用環境*1を提供

• 一度の指示で複数のタスクを
まとめて自動実行でき、処理
結果はファイルやドキュメン
トとして出力可能

＞

個人でWebアプリを開発可能
• 自然言語による操作が可能な、

個人専用のAI Webアプリ開発環
境を提供

• プロトタイプの開発や、複数の
ウェブサイトを参照・情報収集
するDeep Research等が可能

政府横断でスキル等を共有
• 職員の経験に依存していた「暗黙

知」を、再現可能な「形式知」（=
スキル）へ変換

• 作成したスキルを、組織内外で横
断的に共有等することで、個人の
知識を政府組織の「集合知」へと
発展させるもの

* スキル：従来、個々の職員や部局に属人的に蓄積されてきた業務手順、判断基準、参照資料、関連データ、確認方法、出力形式、例外処理等を、AIエージェントが実行可能な形で可視化・形式知化したもの

• 世界的にコーディングエージェントの利用が広がり、専門知識がなくとも、自然言語（日常の言葉）による指示を通じて、プログラ
ミング、ファイルの作成、データ分析、スキルの作成・実行、成果物の検証までを利用者が主体的に行える技術革新が進行中

• ガバメントAI源内においても本年10月以降、「AIエージェント」利用環境を導入し、チャットや定型的なAIアプリの提供にとどまら
ず、政府職員自らがAIエージェントを活用できるようにすることで、より一層、政府業務の省力化や質の向上の実現を目指す。

チャット AIアプリ ➀エージェントチャット
（通常のチャットの発展形）

➁源内工房
（個人用Webアプリ開発環境）

➂源内ライブラリ
（スキル*等の政府横断共有）

1

AIエージェント利用環境

＞ ＞ ＞

＞ ＞

より一層の業務省力化・
質の向上

各職員の業務需要に応じた
AIアプリ開発の実現

• 優良なスキルの横展開
• 業務品質の均一化
• 政府全体の行政能力向上



①源内のエージェントチャット （Claude Cowork相当のAIエージェント利用環境、プロトタイプ画面）

 通常のチャット（対話型AI）の発展形として位置づけ
 AIエージェント利用環境として自然言語による指示が可能（専門的知識は不要）
 複数のタスクをまとめて自動実行できる
 AIエージェントのスキルを作成可能
 処理結果は、ファイルやドキュメントとして出力できる
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②源内工房（個人源内）のイメージ （Claude Code相当のAIエージェント利用環境、プロンプト画面）

 自然言語による操作が可能（専門的知識は不要）
 任意サイトへの直接アクセスが可能。複数のWebサイトを直接読み

取りながら情報を収集・比較・統合するDeep Researchができる
 AIエージェントがファイル操作、コマンド実行、Web取得等を

数十から数百ステップ連鎖させて処理できる
 実際に動作するプロトタイプの開発ができる
 AIエージェントのスキルを作成可能
 処理結果は、ファイルやドキュメントとして出力できる
 他人が作成したスキルをカスタマイズ可能
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③源内ライブラリのイメージ （政府横断的なAIエージェントスキルの共有、デモ画面）
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 職員がAIエージェント用のスキルを
自由に共有・入手できる



業務プロセスの「暗黙知」
職員一人ひとりが

長年にわたり培ってきた
業務経験・専門知識

「形式知」
編集・保存・共有できる

スキルとして表現

政府職員

「集合知」
ライブラリを通じてスキルを共有

他省庁職員はダウンロードして再利用可能に

同僚・後任も実行可能
他省庁職員も

実行や改良が可能

AIエージェントの利用

AIエージェントの利用

AIエージェントの利用

源内ライブラリの利用

AIエージェントのスキルを作成することで、
これまで属人的に行われてきた部分の
ワークフローの可視化・形式知化が実現

他府省庁の職員

AIエージェントの利用により政府全体の能力を強化するイメージ

源内ライブラリの利用
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（参考①）通常の生成AIとAIエージェントの違い
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（参考②）ガバメントAI源内におけるAIエージェント導入方針（抜粋）
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４．取組の方向性と重点的な取組
（１）国のAX/DX基盤の高度化・強靱化

② 政府におけるAX/DX推進 
ア 「ガバメントAI（源内）」の推進 

○社会全体でのAI利活用の加速的推進に資するため、政府自らが生成AIを積極的かつ先導的に利活用する。令和７年度にデジタル庁が内製開

発した生成AI利用環境「源内」について、令和８年度は全府省庁対象の実証事業を着実に推進し、行政業務におけるAI利活用による費用対効

果、他の商用LLMとの性能上の比較、国産AIモデルの積極活用を通じた我が国のAI基盤の自律性確保への貢献などを検証した上で、令和９年

度以降の本格利用開始を検討する。 

○政府職員において、専門的知識がなくともAIアプリを作成し、AIエージェントによる自動実行や共有が可能となる環境を令和８年度中に源内上に

整備するとともに、利用に関する管理ルールを策定する。

第３章 ＡＩ関連技術の研究開発及び活用の推進に関し、政府が総合的かつ計画的に講ずべき施策 
第１節 ＡＩ利活用の加速的推進 （前略）
社会全体でＡＩを利活用するに当たり、「隗より始めよ」の観点から、政府自らが積極的かつ先導的に利活用する。本府省庁を中心とする政府職員に対

し、生成ＡＩ利用環境「源内」が展開された。特定の事業者や基盤モデルに過度に依存することなく、安全 ・ 安心に選択、運用できる「ＡＩ主権」を体現する
ものとして展開し、地方支分部局への拡大を含めて、政府職員による創造的かつ自律的なＡＩ利活用を広く促進する。
これを起点に、政府において、ＡＩを前提に業務や組織を再構築するＡＸを強力に推進する。あわせて、政府による適正な調達・利活用を先導的に行う

ことで、日本社会で利活用されるＡＩの信頼性及び透明性の確保につなげる。

【具体的な取組】
 （１） 政府・自治体でのＡＩの徹底した利活用 

① 政府業務における生成ＡＩについて、エージェント型ＡＩの導入や国内で開発されたＡＩモデルの積極活用も含めたガバメントＡＩ 「源内」を推進し、
戦略的な利活用を進めるとともに、ＡＩエージェントに対応するルール作りを進め、適切な利活用並びに業務の質の向上及び効率化を推進する。 
「源内」のオープンソース化の取組を通じて自治体のＡＩ導入支援を進める。【◎デジタル庁、全省庁】

第Ⅱ期人工知能（AI）基本計画（2026年7月14日閣議決定）（抄）

デジタル社会の実現に向けた重点計画（2026年7月21日閣議決定）（抄）
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